
パーキンソン病治療薬一覧

A
J

c

パーキンソン病に関する
　最高の指導せんを使う

ＧＩα-
（非麦角系ドパミン作動薬）

新ＤＡ

ビ・シフロール

（プラミペキソール）

ミラペックスＬＡ

（プラミペキソール徐放）

レキップ

（ロピニロール）

0.125mｇ
  0.5mｇ

A
J朝

RR
2 3~

A
J

RR

RR) 自動車運転等危険を伴う作業の従事は不可
AJ) 腎障害により用量調節が必要

レキップＣＲ

（ロピニロール徐放）

ハルロピテープ

ニュープロパッチ

0.375mｇ
  1.5mｇ

0.25mｇ
1mｇ
2mｇ

○× 4.5

15○

2mｇ
8mｇ × 16

 8mｇ
16mｇ
24mｇ
32mｇ
40mｇ

64

   
 4.5mｇ
   
13.5mｇ

2.25mｇ
    9mｇ

   18mｇ

RR

RR

RR
１

１

３

１

徐放 ： 高度腎障害は禁忌
ＧＬＰ１Ａ２Ａ

（アデノシンＡ２Ａ受容体　抗薬）

×ノウリアスト 20mｇ
40

抗吉

※高度肝障害は禁忌

※中等度肝障害患者または

　ＣＹＰ３Ａ強阻害薬併用時

　上限用量２０ｍｇ

※ウェアリング・オフの改善
※レボドパ含有製剤と併用する

NM
１

禁

ＧＬＰ１ＮＡ
（ノルアドレナリン前駆物質）

細 20％
 100mｇ
 200mｇ

ドプス

（ドロキシドパ）

禁

※閉塞隅角緑内障は疾患禁忌
※カテコラミン製剤は併用禁忌
　（イソメニール .プロタノール等）

※すくみ足 .立ちくらみの改善
SE) 頭重感 ,悪心 ,血圧上昇

ＧＩα-
（ＭＡＯ-Ｂ阻害薬）

ＭＡＯ

エフピー

（セレギリン）

アジレクト

エクフィナ

2.5mｇ
DG

1mｇ
0.5mｇ

50mｇ

○ １

※併用禁忌等が多い。 必ず添付文書を確認する
アジレクト ： 中等度以上肝障害は禁忌
エクフィナ ： 高度肝障害は禁忌

○ 100
※中等度肝障害患者は

　上限用量５０ｍｇ

禁

禁

禁

10
※セレギリン (GE) は

　粉砕不可

○

※レボドパ含有製剤に比べて、 効果は弱いが、 作用時間が長い
　気分障害 (うつ )に効果を示す可能性がある
SE）眠気 .幻覚 ,悪心

ＧＩα-
（抗コリン薬）

抗コリン

アーテン

（トリヘキシフェニジル）

アキネトン

（ビペリデン）
NM
２

NM
3 4~

※閉塞隅角緑内障 .
　重症筋無力症は疾患禁忌

散 1%
2mｇ

散 1%
1mｇ

10○

○ ６

※振戦に有効 .高齢者には不向き
SE）口渇 .便秘 .排尿障害

禁

禁

スタレボ配合

Ｌ-ＤＯＰＡ＋ＣＯＭＴ

レボドパ・カルビドパ
L50
50mｇ
100mｇ

100mｇ
100mｇ

L100
NM
1 8~ エンタカポン

禁

ＧＩα-
（末梢ＣＯＭＴ阻害薬）

ＣＯＭＴ

コムタン

（エンタカポン）

オンジェンティス

NM

NM
１

200○
１回

100mｇ

25mｇ

※悪性症候群 .横紋筋融解症の既往歴
　がある患者は疾患禁忌
※オンジェンティス ： 高度肝障害は禁忌

1 8~

？ 25

※ウェアリング・オフの改善
※レボドパ含有製剤と併用する
SE）コムタン ： 着色尿

レボドパ含有製剤の服用前後及び食事の前後１時間以上は
あける (就寝前が多い )

禁

禁

ＳＵＬ-ＤＯＰＡ
（レボドパ含有製剤）

○
○

※パーキンソン病治療薬の主役
SE）悪心

.

（レボドパ・カルビドパ）

ネオドパストン
メネシット

マドパー
イーシー・ドパール
ネオドパゾール

（レボドパ・ベンセラジド）

NM
３

NM
1 3~

(50mｇ）
100mｇ
250mｇ

1500○
禁

禁

※閉塞隅角緑内障は疾患禁忌

※ジスキネジア
自分の意思とは関係なく体の
一部が勝手に不規則におかし
な動きをする現象。 薬が効き
すぎると起こることがある。
例）口をもぐもぐさせる
　　勝手に手が動いてしまう
　　　　　　　　　　　など

※ウェアリング・オフ
薬の効果が切れて、 動きづら
くなる現象。
例）体が動きにくくなる
　　ふるえが出る
　　暗い気分になる
　　　　　　　　　　　など

※すくみ足
動作を開始する時にその動作
が止まってしまう現象
例）歩こうとしたが歩けない
　　方向転換がしずらい
　　目を開けにくい　　など

ＧＩα-
（麦角系ドパミン作動薬）

旧ＤＡ

カバサール

（カベルゴリン）

パーロデル

（ブロモクリプチン）

※心臓弁膜症等の既往歴がある患者は疾患禁忌
　

※ペルマックス ：レボドパ含有製剤と併用する
SE）悪心

禁

NM
朝

0.25mｇ
1mｇ

ペルマックス

（ペルゴリド）
NM
1 3~

禁

３○
※適応症により

　用法用量が異なる

NM

禁

1 3~

2.5mｇ

50 ｇ
250 ｇ
μ
μ

○ 225.
※適応症により

　用法用量が異なる

1250○

4.5○
※適応症により

　用法用量が異なる

RR
１

36
※適応症により

　用法用量が異なる

ＧＬＰ１
※ウェアリング・オフの改善
※レボドパ含有製剤と併用する
SE) 眠気 ,食欲不振

ＺＮＳ
（ドパミン代謝賦活薬）

NM
１

トレリーフ 25mｇ
50mｇ

※抗てんかん薬であるエクセグラン (ゾニサミド ： 同一成分 )が
　適応外でパーキンソン病に処方されることがある

○ 50
※適応症により

　用法用量が異なる

900○
※適応症により

　用法用量が異なる

※ウェアリング・オフ時間の短縮
　エクフィナ ： レボドパ含有製剤と併用する

ロピニロールのパッチ剤

ＧＬＰ１ＤＯＰＡ-Ｒ
（ドパミン遊離促進薬）

シンメトレル

（アマンタジン）

細 10％
  50mｇ
 100mｇ

AJ) 腎障害により用量調節が必要 ,透析中は禁忌

※ジスキネジア .すくみ足の改善

A
J

禁
× 300

※適応症により

　用法用量が異なる

1 3~

NM
1 3~

1 2~

DG

DG
１

１

×

○
錠数

12
※マドパーは

　粉砕不可

1600
１日

禁

( 心エコー検査を定期的に受ける必要がある )

お薬が効いている時間

ジスキネジア
（お薬が効きすぎな時）

ウェアリング・オフ
（お薬が効いていない時）

https://kusuri-shidousen.com/
https://kusuri-shidousen.com/pa-kinson-shidousen/

